
◎ R3.11 ～ R3.16 で追加修正した機能                       H27/2                                       

鍼灸マッサージ師会 事務局 

 Ⅰ. 一括印刷機能 

 

 R3.15から申請書及び請求書の一括印刷ができるようになりました。 

 ただし、一括印刷機能を利用するためには、本ソフトに加えて「療養費ソフト プラス（売掛金管理システム）」

をインストールする必要があります。 

 「療養費ソフト(R3.16)」と「療養用費ソフト」を同じＰＣにインストールすることで、一括印刷機能が利用で

きます。 

 一括印刷機能の利用によって、今まで 1 枚ずつ印刷していた申請書及び請求書をまとめて印刷できるようにな

ります。また、印刷順序も、管理表順やあいうえお順に印刷することもできます。 

 

 なお、一括印刷機能の操作方法については、別紙「療養費ソフト プラス」で説明します。 

 

 また、一角印刷機能を利用するために、本システム「申請書」画面で設定する事項について以下に説明します。 

 

 (1) 申請書画面の設定 

    各申請書毎に一括印刷対象とするかどうかを指定します。往療明細表も一括印刷の対象にするかも指定し

ます。 

        ハリ/マッサージ申請書 画面 下部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※ 一度設定すると、翌月以降も指定が引き継がれます。 

 

 (2) 往療明細表の添付 

    申請書一括印刷をする場合、往療明細表の添付するかどうか選択できます。 

    「往療明細一括印刷」のレをつけた申請書については、申請書と同時に往療明細表を印刷します。 

    往療明細書の添付が不要な場合には、レをつけなければ申請書のみの印刷になります。 

 

  

レをつけると一括印刷の対象となる 

 （申請書/請求書とも） 
レをつけると往療明細表も印刷する 



Ⅱ. 入金管理機能 （R3.12機能） 

   事務局から提供する支給明細データをＰＣに取り込むことで、入金管理ができます。 

  (1) 支給明細書データをＰＣに取り込みます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    入金確認できない理由 

     ・該当するデータがＰＣになかった 

     ・ＰＣ上の申請データと、受療者名、保険者番号、申請額のどれかが一致しなかった 

 

 

 

 

会員番号、会員名 

を確認します 

USB メモリのドライ

ブ番号を指定します 

入金管理表を印刷します 入金管理表処理をします 

（PCに取込みます） 

処理を中止します 

ㇾ 

入金確認できた 

ㇾなし 

何らかの原因で入金

確認できなかった 



  (2)管理表の出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 申請書画面での入金状況の修正 

     USBメモリからのデータで取り込みができない場合、申請書画面から入金情報が入力できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理表の出力方法を選択 

・請求年月 

・施術年月 

・対象年月 

・印刷日 

・施術者  を選択 

支給があったものは 

支給年月、支給額が表示される 

まだ支給されていないものは 

 空白のまま 

入金管理保守をクリックする 

支給年月/支給額を入力する 

支給消込フラグを 1.入金済にする 

（医療助成は助成欄に記入） 

登録をクリックする 



Ⅲ. 受療者の施設名の表示、受療者名の印刷省略 （R3.13，R3.14機能） 

 

 施設に何名も受療者がいる場合、施設ごとに受療者一覧を表示するようにしました。 

 なお、ここでの施設名は受療者一覧の区分を表示するために使用するもので、申請書/往療明細表には 

 表示されません。申請書/往療明細表の表示に必要な場合は、住所欄を使用してください。 

 

(1) 受療者登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人ホームなどの施設で施術を 

行う場合、施設名を指定すると 

検索に便利です 

（申請書には反映しません） 

一度入力したものは一覧から選択できます 

（一覧にない場合は手記入します） 

一度入力したものは 

一覧から選択できます 

検索画面では 

施設名のあるものはまとめて 

表示される 



 

(2) 申請書画面 

  ・受療者の選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・申請書の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 受療者名の印刷省略 

 保険者によっては、申請書の受療者の署名欄を、ＰＣの印字を認めないで、手書きを必要としている場合、証明

欄の受療者名は空白にします（この場合、手書きで受療者名を記入してください） 

 

 

 

 

 

 

  ※ 本申請、医療助成とも反映します。 

  

療養を受けた者の氏名で検索ボタンを 

押したときに表示される検索画面 

 

施設名を入力した受療者は、下に 

施設名毎に表示される 

作成No.検索ボタンを押したときに 

表示される検索画面 

 

施設名を入力した受療者は、 

施設名も表示される 

印刷省略にレをつけると、申請書の

受療者の署名欄は空白になる 



Ⅳ. 施術場所が同一月に 2か所ある場合の往療明細表作成機能  

   同一月に施術個所が２か所になる場合には、二番目の施術場所の指定ができます。 

   以下２番目の施術場所の指定の仕方を説明します。 

 

  (1) 受療者データでの登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「受療者登録」画面を呼び出し 

☆住所追加をクリックする 

距離住所検索をクリックする 

地図データがない場合は下欄に住所

を入力する 

決定をクリックする 

「検索②」をクリックする 

都道府県/市区町村/大字・町丁目/ 

街区符号・番地を指定する 

入力できたら決定をクリックする 

緯度/経度に数値が表示されればＯＫ 

決定をクリックする 

追加番地は手記入する 

登録した住所が表示できればＯＫ 

下欄の決定をクリックする 



 (2) 往療明細表での２番目の施術場所の指定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注意） 住所 2に施術する場合は、画面上は☆で指定します。 

       申請書上は、住所 1と同じ◎で表示 

往療明細表では出発地住所の右端に◎を表示します。（住所 1の場合は表示しない） 

     施術所が 2か所にわたる場合の理由及び表記方法について備考での記載をお勧めします。 

 

施術場所 2の場合は☆を選択する 

施術場所 2の住所が表示されている 

往療距離は出発地と施術場所２との 

距離になる 

往療明細表 

上欄に 住所2が表示される 

住所２での施術した日に◎が表示される 

 

申請書 

 住所２の施術日も◎で表示される 

 



 (3) 出発地の指定で出発地 2の住所を指定する場合 （R3.13で実現した機能） 

 

  施術者の出発地が2か所ある場合には、2行表示されるので、どちらかを選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意） 

   出発地として、住所2が設定されている受療者を選択した場合、選択した住所が表示されます。 

住所 1での住所と異なる住所が表示されます。住所2が出発地になる理由の説明が必要な場合は備考に注記

することをお勧めします。 

 

 

Ⅴ. 申請書画面起動時に、エラーが出る場合の対処（R3.12で対応した機能） 

 

  ＰＣによって、はり/マッサージの申請書画面起動時にエラーが出る場合がありました。 

  この現象に対応するために、ソフトで対応しました。R3.12 対応後も起動時にエラーが発生する場合は、事務

局にご報告お願いします。 

  

出発地を選択する 

 クリックすると右の画面を表示 

 

出発地を選択する 

 出発地がすでに表示していれば選択 

 なければ、「その他・・・」を選択 

出発地を選択する 

 受療者の住所2が登録されていれば 

  施術地 2が◎で表示される 

いずれかを登録する 

（注意） 

出発地の選択は、ダブルクリック 

で行うように変更になりました 



Ⅵ．施術個所が月の途中で変更になった場合 

 

  本システムでは、施術内容が施術月で変更がないという前提で、施術回数欄の自動計算を行っています。 

  従って、マッサージの施術部位数が、月の途中で変更になった場合の自動計算はできないことになります。 

 

  従って、このような場合の申請書を作る下記のようする必要があります。 

 

 (1) 往療明細表をまず完成させる。完成した時点で登録、印刷する。 

 

 (2) 申請書画面で、施術部位数の修正を手記入で行う。 

   変更が完了した段階で、登録印刷を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 申請書画面の修正を行った場合、往療明細表の印刷/登録はできません。 

    往療明細表の再印刷、修正が入った場合、申請書画面の自動計算されますので、申請書画面での 

   部位数の再修正をする必要があります。 

 

 (3) 往療明細書の施術回数を、申請書に反映させたくない場合 

 

 

 

        

往療明細書画面（下部） 

 

 

 

 

 

   ※ 変更を反映せず、中止で申請書画面に戻った場合、往療明細書の内容と申請書の内容の整合性は自動的

には取れないので、利用者が確認の上データを訂正してください。 

  

回数を変更する 

 例えば、月の途中から部位数が 3→2 

になった場合、回数欄を手記入で修正する。 

 変形徒手の変更が入った場合は、部位数の

修正は本システムでは対応できないので、申

請書印刷後手書きで訂正してください。 

レをつけると、往療明細書の回数が申請書に

反映しないようになる。 

印刷後は中止ボタンをクリックすると、変更

を反映せず、申請書画面に戻る。 



                      

 ◎R3.10で追加/修正した機能 

  (1) H26年 4月施術分の料金改定の対応  （厚労省通達による） 

   施術年月をH26年4月以降の場合は、改定後の料金が適用されます。 

   施術年月がH25年5月~H26年 3月を指定した場合は、現行の料金が適用されます。 

    （画面上一時的に改定後の料金が表示されますが、登録後現行料金が反映されます） 

 

 
   

 

(2) 入金管理機能搭載  ⇒ リリース予定 

    事務局から送付する支給明細(USBメモリ)をインプットすると、入金状況が把握できるようになります。 

     （利用希望する会員のみに申請書送付時のUSBメモリに支給明細データを送付します H26年5月より） 

                 

  「選択メニュー」で入金管理をクリックすると事務局から送付した支給通知データの「読込画面」が表示さ

れます。詳細はUSBメモリ送付時に別途案内します。 

 

  



  (3) 管理表の様式変更 

    入金管理機能搭載に合わせて管理表の様式を変更しました。 

    入金状況の欄及び合計表示を追加しました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

  (4) 受療者登録の検索機能搭載 

    受療者データの呼び出しに検索画面を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   検索条件は、姓名の一部文字でも良い 

     例： 上野、二郎、上 など 

検索をクリックすると 

検索画面が表示される 

（ふりがなのあいうえお順） 

「受療者名」を入力して 

検索をクリックすると 

該当者のみ表示する 

選んでクリックすると 

受療者が選択できる 

上段：総療養費額 

下段：申請額を印刷 

管理表単位の 

総療養費、請求額、支給額

の合計が印刷される 
ソフトのバージョンが

印刷される 

入金管理実行後 

支給年月/支給額が印刷される 



  (5) 作成済申請書の受療者データ変更機能 

    作成済の申請書の受療者データを後で入れ替えることができるようになります。 

    負担率違い、保険者違いで返戻があった場合など、申請を作り直すことなく受療者データを変更できます。 

 

   （具体的に使用するケース：例） 

     ・負担率が違っていた  3割 ⇒ 1割 

     ・前老（70歳以上）になった  前老のフラグを付ける 

     ・保険者が変わった   国保 ⇒ 後期 、組合 ⇒ 国保 

     ・住所が変わった    引っ越しをした 

     ・家族/本人に代わった  家族 ⇒ 本人 

     ・名前が変わった    結婚して姓が変わった  など 

 

    ① 手順1  「受療者登録」で新しい受療者データを作成します 

        変更の直前の受療者データを表示します 

        変更のあった時点を開始年月日を指定して「Enter」を押し、新規の受療者データを作成します 

        「登録してよろしいですか」の表示が出たらはいをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 手順2   

「受療者登録」で新しい受療データを 

登録します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ※ 負担割合の変更など 

 

 

 

 

 

 

選んでクリックすると 

受療者が選択できる 

変更後の受療者データ

データに変更する 



 

    ③ 手順３  変更前の申請書データを呼び出す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ④ 手順４  受療者データ変更をクリックする 

 

 

 

 

 

 

        受療者名を確認してクリックすると、申請書の受療者データが変更される。 

 

      ※ 受療者名が変更になった場合は、該当レコードが表示されないので、正しい受療者名に変更するか 

        空白にして検索をクリックすると表示される 

      ※ 開始年月日が最新のものしか表示されないのでそれ以外のデータを使用する場合は、「全項目表示」

をクリックする。 

 

(6) 申請書 受給者負担額の個別指定 

    申請書の受給者負担額を計算値でなく個別修正もできるようになりました。 

   「受給者負担額」で マウスカーソルを置いてEnterを押すと、受給者負担額が入力できる。 

     （助成申請額は自動計算される） 

 

 

 

 

 

         

    ※ 受給者負担額の横の自動をクリックすると、元の計算値に戻ります。 

  (7) 地図データ H24年版 （H25年 12月先行リリース済） 

    東京都/神奈川県/千葉県/埼玉県の地図データが、H24版に更新しました。 

    インストール方法は、「オプション機能のインストール」を参照してください。 

   

    すでにH22年度の地図データがインストール済の場合、H24年度版のインストールをすると、H22年度版

の地図データは削除されます。 

    東京都/神奈川県等 必要な都県毎にインストールを行います。 

 

検索をクリックして作

成済データを呼び出す 

画面を呼び出した直後は 

検索になっている 

データを呼び出したら 

受療者データ変更をクリックする 

新しい受療者データが表示される 


